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　外国事情に関心を持とう
一例として「デンマーク事情の一断片」－
１
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　２０１３年１２月５日南アフリカ共和国の元大統領ネルソン・マンデラ
（Ｎｅ１ｓｏｎ　Ｍａｎｄｅｌａ　１９１８－２０１３）氏が亡くなり、そのことを告げるジェイコ
ブ・ズ７（Ｊａｃｏｂ　Ｚｕｍａ　１９４２－）現南アフリカ大統領のことばぱＯｕｒ
ｎａｔｉｏｎ　ｈａｓ　１０ｓｔ　ｉｔｓ　ｇｒｅａｔｅｓｔ　ｓｏｎ”であった。常識的に言えば、そのこと自
体に何ら不自然はないが、似たような状況で例えばデンマークでそういう
表現を使うだろうかと考えてみると、デンマークではけっしてそこで
“ｎａｔｉｏｎ”という言い方をしないであろうと筆者は確信している。実際にデ
ンマーク人の知人にそのことを訊ねてみると、何故デンマークではそう言
わないかというと「それはデンマーク語では不自然に仰々しく、古めかし
く聞こえる。　１００年前なら、似たような言い方もありえたかもしれない。
今なら、ただ『デンマークはー（あるいは、私たちは）一偉大な人物を
失いました』と言います。」（１）という応えであった。
　なにゆえにズフ大統領の言葉に゛デンマークではそうは言わないであろ
う。と筆者が確信したかというと、「デンマークというもの」を考える上
で「国（ｓｔａｔ）」というものと「社会（ｓａｍｆｕｎｄ）」とがかなりはっきりと
゛別物。として存在していると、長年、デンマークを観ていて感じている
からである。例えば、本学発行の『早稲田ウィークリー』（２００５年１１月
１７日号）に筆者は「そは我が心の表出！」と題した短いエッセーの中で。
　１９６
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デンマークの゛国旗（ダネブローＤａｎｎｅｂｒｏｇ）。について次のように記し
たことがある。
　　　（前略）
　　　デンマーク人の大好きなもののひとつに、赤地に白十字の旗があ
　　り、それは「ダネブロー」と呼ばれる。楊枝につけた小さなものから
　　いろいろな大きさのダネブローが、本屋などで簡単に手に入る。クリ
　　スマス、誕生日、結婚、卒業とか、ありとあらゆるお祝いには、たく
　　さんのダネブローで飾り立てる。はては、今日は休暇で、サマーハウ
　　スで「私はのんびりと寛いでいるぞ」という気持ちを庭にそれを高く
　　揚げて意思表示をする。
　　　さて、デンマークの首都コペンハーゲンのたそがれどきでの体験。
　　何気なく前方を見ると、点々と目立つ小さなものが道端にある。近づ
　　いてみると、犬が落としたものに丁寧にも、そのひとつずつに、ダネ
　　ブローが刺してあり、「注意！　注意！」といった誰かの親切な所
　　業？
　　　（中略）ダネブローは、「楽しい心」を表現する道具。赤と白のコ
　　ンビネーション。十字を描くことなく、白い紙に四つの赤い四角形を
　　上下に二つずつ描くだけ。そしてサッカーの国際試合の応援で、彼ら
　　は歌う。「われらは白！　われらは赤ト‥　オーレ、オーレ、オ
　　レー！」と。
　　　この旗は、まず、デンマーク人というまとまり、すなわちデンマー
　　ク社会、の表象であり、そしてたまたま幸いにもそれが「国旗」であ
　　るということ。そんな国旗は、愛さずにはいられない。
　「国家なるもの」の表象として「国旗」を例にして考えるとき、日本の
一般的国民のそれに対する考え方の゛彼我。の差はきわめて顕著である。
日本の現代史における特別な歴史的意味をこの際除いたとしても、節々の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９Ｚ
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個人的通過儀礼のお祝い等に、デンマーク大がそうするような程度に「日
の丸」を以って飾り立てることはあるまいし、個人的゛幸せ。の表象に
「日の丸」を掲げる人は特別な人々を除いてはまずいまい（２）。ましてや、
犬の落し物の一つ一つに「日の丸」を用いて、通行人に注意を促すなどと
は、想定外のことに違いない。
　もちろん、ダネブローがデンマーク王国軍の象徴としてデンマーク大の
血を購った歴史的状況を近代史のなかで挙げることはたやすい。デンマー
ク国家（３）にとっては「内戦」であり、スリースヴィ公爵領（Ｈｅｒｔｕｇｄｏｍ－
ｍｅｔ　Ｓｌｅｓｖｉｇ）をめぐるドイツ語話者である「シュレースヴィヒ＝ホル
シュタイン主義者（Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈ０１ｓｔｅｉｎｅｒ）」との闘いがあり、１８４８－５０年、
１８６４年の２度にわたる「スリースヴィ戦争」が、それである。　１８６３年１１
月、デンマークのナショナルリベラル政権は「棟岩国家」内で王国ですで
に成立していた自由主義憲法をスリースヴィにまで波及させ、デンマーク
大からなる「国民国家」の建設を図ったのであり、事態は決定的であっ
た。それを１８５２年の国際条約違反としてプロイセン・オーストリアが戦
争の口実としたのである。戦端は、６４年２月１日、普・襖両軍のスリー
スヅイ公爵領への侵攻をもって開かれ、４月１８日の普煥両軍のデュブル
要塞への突撃により、デンマーク軍の敗北が明らかとなった。　１０月３０日
のウィーン講和により、スリースヴィ以南の地はデンマーク国家から切り
離されることになる。勇壮な戦争場面の絵画には、幾多の合戦場面で勝と
うが負けようがデンマーク軍を象徴するダネブローの戦旗が必ずや描か
れ、デンマーク人の血が購われた証拠に満ち満ちている。スリースヴィ公
爵領内のドイツ語話者の立場からすれば、テオドール・シュトルム
（Ｈａｎｓ　Ｔｈｅｏｄｏｒ　Ｗ０１ｄｓｅｎ　Ｓｔｏｒｍ、１８１７－８８）の短編小説『一ひらの緑の葉
（Ｅｉｎ　ｇｒａｎｅｓ　Ｂｌａｔｔ）』（１８５５）に記されたように、デンマーク王国側による
「侵略」という表現になるものの、戦いは常にスリースヴィ公爵領以北で
戦われ、戦場は北へ拡大し、プロイセン軍の王国内のユトランド制圧で戦
　１９８
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争は終る。
　ダネブローが戦旗としで国外。には進軍しておらずーホルシュタイ
ンにさえー、それは戦場でデンマーク人の血を購ったものであるとはい
え、彼らにとっては「侵略」の象徴とはならず、いわば心おきなく「国
旗」に感情移入がその後にできたのである。第１次世界大戦がドイツの敗
北に終わり、５６年間のドイツ官憲による監視のトンネルを抜け出て、
１９２０年、北部スリースヴィのデンマーク語話者たちはその帰属の意志を
「住民投票」で問われ、「祖国」への復帰を果たした。その復帰する際の象
徴はダネブローで満ち満ちた人々の歓喜の様相である。白地に赤を゛染め
る。「日の丸」とは異なり、赤い布と白い布とを縫い合わすダネブローは、
北部スリースヴィの復帰日を前にして大掛かりに王国中の婦人たちがあち
らこちらで一堂に会して縫い上げ、そのエピソードが時代状況を表す絵画
として残されている。
　１９２０年７月１０日、スリースヴィ内のデンマーク人が初めて「デンマーク
王国民」となったとき一白馬に乗ってクリスチャン１０世王（Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　Ｘ
在位１９１２－４７）が旧国境を越えて北部スリースヴィに踏み入った際にー、
歓喜の渦の中で人々は手に手にダネブローの小旗を持ち、旗竿に掲げられ
た大きな赤白の十字旗が踊り翻っている様こそが、彼らにばデンマーク
人であること。の原風景となっていると言えよう。
　この現在の国境地帯であるかっての北部スリースヴィ、すなわち南ユト
ランド（Ｓｏｎｄｅｒｊｙｌｌａｎｄ）を訪れると、デンマークと「再結合（Ｇｅｎｆｏｒｅｎｉｎｇ）」（４）
した喜びを示すモニュメントが３００以上あちらこちらにあり、毎年７月
１０日に行なわれる「再結合」を祝うデュブル要塞跡地での祭典では、ダ
ネブローが誇らしげに掲げられる。そして、第１次世界大戦で゛不本意に
も。召集され、ドイツ兵として戦場に散っていった同胞への哀悼の意を示
す塚や墓標がコムーネごとの墓地に見受けられる。デンマークへの「再結
合」を希望していながら、それを果たせなかった人々の末裔が、今や国境
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　では人々の間できわめて人気が高い王室の存在について考えてみよう。
デンマークの文芸批評家ボー・タオ・ミケーリス（Ｂｏ　Ｔａｏ　Ｍｉｃｋａ６１１ｓ，
１９４８－）の次の言葉が言い得て妙であることに、注目する（５）。
の南側にデンマーク少数民族として５万人ほど存在する。彼らを表象する
ものはやはりダネブローであり、「デンマーク国民」でないデンマーク人
たちが、日常の生活に供する乗用車などにもダネブローのシールを張り、
多くはドイツ語を常用しながらもデンマーク人であることに誇りをもって
いる。デンマーク国民でもないものがダネブローを掲げる。それはダネブ
ローが必ずしも「デンマーク国旗」ではなく、デンマーク人社会を表象す
るものであることを意味する。その逆に、国境の北側のドイツ人少数民族
の組織は、ドイツの国旗と同じものを掲げやしない。
　また、デンマークの王室・軍隊等を表現する゛国家の装置。を表す国旗
が、ダネブローの燕尾旗であることから、デンマーク人一般が自らの属す
る社会の表象としてダネブローを用いるとき、必ずしも厳めしい「国旗」
をイメージしなくてもよいのである。デンマーク国歌に、王室や対外的に
公式の国家を意識した際の王室歌「クリスチャン（４世）王は高き帆柱の
傍に立ちて（Ｋｏｎｇ　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　ｓｔｏｄ　ｖｅｄ　ｈｏｊｅｎ　ｍａｓｔ）」と、国民歌（愛しき
土地あり①ｅｒ　ｅｒｅｔ　ｙｎｄｉｇｔ　ｌａｎｄ）」の２つがあり、人々が国歌を自分た
ちのものとして歌うときーたとえばサッカーの国際試合などでー、そ
れは「国民歌」であることから、そこにおいても国家と人々とを自然に区
別していぐ仕掛け。がデンマーク社会には備わっているともいえよう。
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　　もしデンマーク社会が王室を保持しえるなら、クリスチェーニヤを
　もデンマーク社会は保持できるのだ。この今の民主主義の時代にあっ
　ては、この両者の存続に対し人々は賛成とも反対とも言い得るのだ。
２００
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しかし、両者とも観光客を惹きつける。両者は他人をいらだたせ、迷
い犬のようで、憲法が必ずや誰にでも及ぶというものではないのだ。
　そこでは皮肉屋のミケーリスが、１９７１年９月に若者たちがコペンハー
ゲン市内のクレスチャンスハウン（Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｓｈａｖｎ）地区にあった海軍跡
地の旧倉庫群の建つ空き地を「占拠」し、「自由都市クリスチェーニヤ
（Ｆｒｉｓｔａｄｅｎ　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｉａ）」を宣言した「解放区」のいわば゛超法規的。存
在と、王室の存在とをデンマーク憲法の枠組み内の例外的存在として讐え
て見せたのである（２００５年）。この発言のあった当時、施行されていた
１９８９年の特別な「クリスチェーニヤ法」は、コペンハーゲン内のその地
域（３４　ｈａ）を市から国へとその管理主体を移管するといったことで法的
な混乱をもたらしていた。すなわち、゛スクウォーター（ｓｑｕａｔｔｅｒ）。とし
てのクリスチェーニヤ住民（ｃｈｒｉｓｔｉａｎｉｔｔｅｒｎｅ）の存在が、法律によって承
認されている（逆に、法律によって、すなわち、廃されもするのだ）。　８５０
人ほどの住民が勝手に゛独立を宣言。したことに始まり、「寛容な社会に
よって」超法規的な「社会実験」として若者たちの解放区なるものがいか
なるものになるのかと、試行錯誤的な存在とすることが国会で承認された。
その後にハシシュ等の売買・犯罪の巣窟化などで警察機動隊が派遣された
りした。そして最終的には、－まるで゛条約４を取り交わすように一
国と居住民間で問題の決着をみ、人々を巻き込んだ「自由都市クリス
チェーニヤ財団」が「民衆債（ｆｏｌｋｅａｋｔｉｅｒ）」を売り出して資金を集め、
「領域」を買い取ることとなった（２０１２年７月１日）。その後同地域に対
する規制が解除され（２０１３年）、国会の承認のもと、現在、その特異な空
間が国内の他地域と法的に同じ扱いを受けることになっている。その特殊
な領域的存在－そこに足を踏み入れると、「今あなたはＥＵを離れるこ
とになります」と書かれた板があり、またそこを後にしようとすると、見
上げる高いゲートには「あなたは今ＥＵに入ろうとしています」と記され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１
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ている（６）－は１９６８年から始まる「若者の蜂起（Ｕｎｇｄｏｍｓｏｐｒｏｒｅｔ）」に
由来する「歴史遺産（ｈｉｓｔｏｒｉｓｋ　ｋｒｏｎｏｌｏｇｉ）」として、人々に承認されてき
たと言えよう。
一方、王室の一般的解説パンフレットでは、デンマークは１０世紀のゴー
ム老王以来続く欧州最古の伝統ある王国の一つとして紹介される。しか
し、現代的な法解釈上では、１８４９年の立憲制下で国王の存在を規定した
自由主義憲法に始まり、最終的には１９５３年の憲法改正に伴う王位継承法
の改正に基づいて、現女王マルグレーテ２世（Ｍａｒｇｒｅｔｈｅ　ＩＩ在位１９７２－）
の誕生が準備されたことになる。それはフランス革命以来の王制を廃止す
ることさえありうる欧州世界における゛例外的現象。としてデンマークに
は王制が残存し、その王室の存在は主権在民の超法規的例外であって、
゛民。側か望めば、その存在は否定できるものであるという意識に裏打ち
されたところに、ミケーリスの皮肉に満ちた言葉は存在している。
　デンマークには国民のなかに２０パーセントの「共和主義者」が存在す
ると言われる（７）。すなわち、王室の存在も゛民。の側からのいわば積極的
な存続承認的な働き掛けがなくなったときには、それが廃される可能性さ
えあることを、ミケーリスは述べているものの、逆に言えば、゛民やの側
から王室の存在が積極的に支持されてきたということをもポジティブに示
しているのだ。デンマークにおいては王室が国民主権の原則から゛国家装
置４として国の「象徴」であると意識的に承認されていて、憲法によって
「王制」が規定されているとはいえ、デンマーク人が声高に標榜する民主
主義との相対性をどのように考えるべきなのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　３
　１８６３年１１月１５日デンマーク王フレゼリク７世（Ｆｒｅｄｅｒｉｋ　ＶＩＩ在位１８４８－
６３）が風邪をこじらせて急逝し、署名をするばかりになっていだ王国と
スリースヴィ公爵領とが同一の自由主義憲法の施行を規定する４新憲法案
　２０２
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が宙に浮いてしまった。急濾王位を継いだクリスチャン９世（Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ
ＩＸ在位１８６３－１９０６）は、彼による署名が確実にデンマークがプロイセン・
オーストリアとの干戈を交えることに繋がるであろうことを考慮し、逡巡
したのである。彼は１８５２年の列強とデンマークとの国際会議の結果であ
るロンドン協約の議定書においてデンマーク王位を継ぐべき人物であると
記されていた。フレゼリク７世には嫡子がおらず、１４４６年以来続いてき
たデンマーク王家オレンボー（０１ｄｅｎｂｏｒｇ）朝が断絶することは既定の事
実であり、フレゼリクの従妹であるヘッセン＝カッセル方伯女ルイーゼ
（Ｌｏｕｉｓｅ　１８１７－９８）と結婚していたクリスチャンが、王位継承者（「議定書
公（Ｐｒｏｔｏｋｏｌｐｒｉｎｓｅｎ）」）となり、ふたりから生まれた男系継承者がデン
マーク王位を継いでいくことがその議定書の規定であった。グリュクス
ボー（Ｇｍｃｋｓｂｏｒｇ）王朝の誕生である。バルト海の入り口を捉するデン
マーク国家の裸岩国家的枠組みの現状維持こそが列強のーとくにロシア
の一思惑であった。しかし、誰もがそれほど早くにその事態が現実のも
のになるとは想像もしていなかった。新国王に玉突き的に昇ってしまった
クリスチャンはナショナルリベラル政府要人から署名をするよう強く求め
られ、逡巡したものの、前王がなくなって３日後の１１月１８日、署名し
た。そして、その結果は戦争であり、デンマーク側の敗北である。
　戦争が始まって５日後、早くもデンマーク軍が最前線の陣地から後退を
開始し、その責任は「ドイツに通じている」王の対応にあるとされ、首都
では新王家が王宮に移り住む前の住居である（黄色の宮殿①ｅｔ　Ｇｕｌｅ　Ｐａｌａ３）」
に群衆が押し寄せ、ルイーゼ王妃の要請にも警察長官は警察隊の出動にた
めらいを見せた。また、ダウマ（Ｄａｇｍａｒ）、テューラ（Ｔｈｙｒａ）の二人の
王女が教会帰りに群衆によって道を塞がれたり、王太子が唾をかけられた
りし、王妃は数日間泣き続けたといわれる。敗れたデンマークは王国のみ
からなる国家となり、クリスチャンはもはやデンマーク王国の存続を悲観
し、ドイツ連邦への加盟さえ考えたと言われる。王家への不満があっても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０３
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王制を廃止しようとする機運はデンマークにはなかったものの、１８６７年
に国王夫妻の銀婚式が祝われた際も、首都の市中を進む彼らの馬車に唾を
吐き、「ドイツ人め！」と叫ぶ群衆がいたことも伝えられている（８）。すなわ
ち、発足当時の新王家は際立って不人気であった。それが、現王朝の歩み
出しである。
　クリスチャンにとって唯一の誇るべき財産は家族であった。美貌の良妻
賢母ルイーゼと６人の健康な子供たちであり、美しい娘たちは、長女のア
レクサンドラ（Ａｌｅｘａｎｄｒａ）が英国王太子エドワード（後の７世）と、次
女ダウマはロシアのアレクサンドル（後の露皇帝、３世）と、三女のテュー
ラはカンバーランド公とそれぞれ結婚した。長男フレゼリク（Ｆｒｅｄｅｒｉｋ、
後の８世在位１９０６－１２）はスウェーデン王カール１５世の一人娘ロヴィー
サ（Ｌｏｖｉｓａ）と結婚、次男ヴィルヘルム（Ｖｉｌｈｅｌｍ）は、ギリシャ王に選
ばれグレゴリオス１世として即位し、三男ヴァルデマー（Ｖａｌｄｅｍａｒ）は
オルレアン公女マリーと結婚した。そしてそれらの結婚により孫たちが生
まれ、１８８０　・　９０　年代には、夏の北シェランのフレーゼンスボー（Ｆｒｅｄｅｎｓｂｏｒｇ）
宮殿には欧州各地に散っていたグリュクスボー家の第２世代・第３世代の
面々が「欧州の義父母（Ｅｕｒｏｐａｓ　Ｓｖｉｇｅｒｆｏｒａ３１ｄｒｅ）」と呼ばれるように
なったクリスチャン９世とルイーセのもとに参集した。欧州一の国際的宮
廷として国民に与える印象は大きく、欧州の王侯社会がデンマーク王室を
中心に動いているかのような思いを国民は抱くのであった（９）。
　王家は、それなりの体面を保ったものの、王室と国民との関係は何ら他
の欧州の王国と比較して特別なものではなかった。　１９２０年の「再結合」
の祝賀ムードが、前述のように、人々が歓迎する中を白馬に騎乗して旧国
境を越えたクリスチャン１０世王の姿に象徴されているものの、その直前
の春には、デンマークへの「復帰」地域の設定に関し冷静で自制的な急進
左翼党政権の方針に対し、王の強引な政権交代要求が原因となる「復活祭
危機（Ｐａｓｋｅｋｒｉｓｅｎ）」が展開していた。その際、それが「立憲制君主にあ
　２０４
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るまじき行為」として非難され、対抗手段としてゼネストを煽動する社会
民主党支持者から王制廃止論まで語られていたのであった。実際、フレゼ
リク８世の二男のカール（Ｃａｒ１）が１９０５年にノルウェー王ホーコン７世
（Ｈａａｋｏｎ　ＶＩＩ　在位１９０５－５７）となることを受け入れる前に、ノルウェー国
民に王制を維持していこうとする意志があるかを問うている。結果は、約
２６万人が王制を受け入れ、約７万人が共和制を選んだ（１ｏ）。こうしてノル
ウェーにグリュクスボルグ（グリュクスボー）朝が開かれたが、時代は
ア・プリオリに王制が当たり前という時代ではなくなっていたのである。
　第２次世界大戦のナチス・ドイツのデンマーク占領は事態を一変させ
た。　１９４０年４月９日早朝、一般のデンマーク人にとっては、寝覚めたら
ドイツ軍が侵攻してきており、その日のうちに全土が「占領」され、ドイ
ツによる対英「保護占領」が宣言され、デンマーク政府はそのままに存続
することになった。５年間の暗いトンネルのなかにデンマーク国民が置か
れることになっが１）。その１週間後の４月１６日、王太子フレゼリク（Ｆｒｅｄｅｒｉｋ）
とスウェーデン王グスタヴ６世アードルフの息女インクリース（ｌｎｇｒｉｄ）
王太子妃の間に女の子が生まれる。現女王マルグレーテである。暗く重苦
しいドイツ占領下の国民にとっては、彼女の成長は希望を与えるものであ
り、王室と国民とが゛不機嫌な状況下で。「立てば歩めの親心」を互に共
有したのである。さらに、国王クリスチャン１０世は占領以前から続けて
きた日課である首都内の護衛なしの゛騎乗市内巡察。を引き続き行ない、
ドイツ占領下にあってもデンマークが「変わらずに存続している」ことを
国民の視覚に訴え続けたのである。ここでも彼の騎乗の姿がデンマーク国
民の愛国的シンボルとなっていた。王室が国民の希望の光の役を果たし
た。また、１９４２年、王の７２歳の誕生日を祝うヒトラーの長文の電報に、
ただ“Ｓｐｒｅｃｈｅ　Ｍｅｉｎｅｎ　ｂｅｓｔｅｎ　Ｄａｎｋ　ａｕｓ．　Ｃｈｒ．Ｒｅχ”（デンマーク語史料で
は、“Ｍｉｎ　ｂｅｄｓｔｅ　ｔａｋ，　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　Ｒｅｘ！”）とのみ返信し、その「わが最上な
る感謝を記す、Ｃｈｒ．王」というシンプルに過ぎる返礼によってヒットラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０５
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を怒らせ、ドイツ占領当局はデンマーク内政に一気に干渉を強め出した。
王の占領当局に対する非積極的対応が国民と王を結び付けるさまざまな
「都市伝説」を生み、国民の僻屈した心に響いたのである。　１０月１９日、
国王は街路で不注意にも落馬し、大事に至らないと思われたものの、以降
足の傷は恢復することなく、馬に乗ることはなくなった。　１９４５年５月５
日、デンマークの解放の日、正午にラジオでクリスチャンは演説したが、
放送を聞いた国民が「年老いた老人が語っている」ことを理解し、４日後
の国会開設に現われた彼は車いすに乗っていた。彼は国民とともに喜びの
解放の日々を迎えたのである。デンマーク国民ば王室と一緒に辛い５年
間を過ごしてきた。という感情を持ち、そして２年後の１９４７年４月２０
日、７６歳で王は永眠した。
　　　　　　　　　　　　　　　　４
　クリスチャン１０世の逝去は、フレゼリク王太子を国王フレゼリク９世
（在位１９４７－７２）とし、１歳年下のクヌーズ王子（Ｐｒｉｎｓ　Ｋｎｕｄ　１９００－１９７６）
を「王位継承者（ｔｒｏｎｆ・ｌｇｅｒ）」とした。王には、ドイツ占領時代に誕生し
たマルグレーテとベネディクテ（Ｂｅｎｅｄｉｋｔｅ　１９４４－）そして１９４６年に生ま
れたアネ＝マリー（Ａｎｎｅ－Ｍａｒｉｅ）の３人の娘がいる一方で、クヌーズに
は、クリスチャン１０世にとっては初孫となる１９３５年生まれのイリサペト
（Ｅｌｉｓａｂｅｔｈ）、そして２人の男児かおり、彼らはドイツ占領直前の２月生
まれのインゴルフ（ｌｎｇ０１ｆ　１９４０－）と１９４２年生まれのクリスチャン
（Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　１９４２－２０１３）であった。
　１８５２年のロンドン議定書という゛外圧。を根拠にして、不満はありな
がらもデンマークでは、王制が維持されてきた。王位継承に関しては、
１６６５年の「国王法」に代わり１８５３年に「王位継承法」があらたに制定さ
れ、そこでは前述のようにクリスチャン９世とルイーゼ王妃から生まれる
男性のみが継承する王位継承権が規定されていた。すなわち、王位継承法
　２０６
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では、女児ばかりの子を持つフレゼリク９世の後を継ぐのは王弟のクヌー
ズであり、さらに王の長女マルグレーテよりも２ヵ月先に生まれていたク
ヌーズの長男インゴルフが彼のあとに控えていた。国民にとっては、もっ
とも苦しい時期を一緒に体験しだ私たちの。王室一先王がなくなった
場合にはまさに王太子がその象徴性を受け継ぐーで、その王太子夫妻の
愛娘たちが被占領時代の唯一明るい話題の出処であったし、解放後まもな
く三女が生まれ、王室への関心がさらに高まっていた。人々には、まだは
るか先の話とはいえ、王位が当時の王位継承者であるクヌーズ王子の系譜
に移ることへの違和感は拭いえないものがあった。デンマーク政府は、
「国会の二院制議会から一院制議会への改編（上院（Ｌａｎｄｓｔｉｎｇｅｔ）の廃
止）、２３歳への参政権年齢の引き下げ、グリーンランドの゛本土。並みへ
の地位の変更等」を目指した憲法改正案が国民の支持を思わしく得られて
いない状況下で、憲法に付随する「王位継承法（Ｔｒｏｎｆｏｌｇｅｌｏｖｅｎ）」の変
更との抱き合わせで、事態の解決を図っていった。　１９５３年、ここに画期
的な王位継承法の変更を伴った憲法改正がなされたーそして、ちょうど
百年前にそれまでの王位継承法が作られたのも因縁深い。王位継承法の原
則を“ａｇｎａｔｉｓｋ－ｋｏｇｎａｔｉｓｋ　ｐｒｉｍｏｇｅｎｉｔｕｒ¨（１２）、すなわち「男系優位ではある
ものの女系をも認める長子相続制」とし、クヌーズに発する血統を゛排
除。し、聡明で快活な１３歳の少女に成長していたマルグレーテに将来の
「王位」を約束することになる。もちろん、条件はその後に王夫妻に男児
が生まれなければの話であり、そこでクヌーズはナンバー２の「王位継承
者（Ｔｒｏｎｆｏｌｇｅｒ）」の立場から「推定王位継承者（Ａｒｖｅｐｒｉｎｓ）」となり、
王位継承順位としてはナンバー４となった。そして、１９７２年、フレゼリ
ク９世の死により、女王マルグレーテが誕生した。ちなみに、２００９年の
国民投票の結果、王位継承権は性に拘わらず長子に委ねられることになっ
た。それ自体、男女同権が原則のデンマークにとって、王室がミケーリス
が指摘した「超法規的存在」の解消に向かった現象であった。それは民主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０Ｚ
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　まさにこの絵が公式の女王の肖像画ではなく一人の母からその息子
への絵であったので、クルーゲは王室のシンボルとなるすべての形を
取り去って、普段着のひとりの人間としてモデルを描くことを望みま
した。女王はそれゆえシンプルな耳飾りと普通の手編みセーターを身
につけることを選びました。クルーゲはそのうえ化粧をすることなく
モデルとなってもらうことを望みましたーただ一つ、クルーゲが望
み、モデルが従った依頼ごとは、゛丸裸。ではないことを意識するた
めに、女王がわずかに口紅をひくことでした。
　クルーゲのこの絵は、それゆえ、字義ばかりか実態においても、
もっとも゛飾られていない。女王の肖像画となっています。そこに
は、なんらの見せかけも、被るべき仮面もすべてが存在せず、生身の
人間のみが残っているだけです。（中略）
　目を見つめ合い親しげに微笑みながらも精神的距離を醸し出す女性
をクルーゲは見出します。その距離とはモデルと画家との間の物理的
近さとは正反対のものでした。女王のピンと背が伸びた姿勢、立ちは
だかる眼差し、内面から発せられる威厳とが、女王としての物質的シ
主義国家の体裁を保つデンマークとしては、遅すぎる決定であったともい
えよう。いずれにせよ、１９５３年に、デンマーク国民が現王室の在り方を、
積極的に選びとったということである。
　２０１３年はグリュクスボー王朝創始１５０周年にあたっており、それを記
念してアメーリェンボー宮殿付属博物館（デンマーク王室史料コレクショ
ンＤｅ　Ｄａｎｓｋｅ　Ｋｏｎｇｅｒｓ　Ｋｒｏｎｏｌｏｇｉｓｋｅ　Ｓａｍｌｉｎｇ）が画家トマス・クルーゲ
（Ｔｈｏｍａｓ　Ｋｌｕｇｅ　１９６９－）による「デンマーク王室の肖像」展を開催した。
筆者は、そこで展示されたマルグレーテ女王を描いた「女王陛下の肖像」
（１９９５）に注目する。その絵の解説をテューエ・クリスチャン・フェンス
（Ｔｈｙｇｅ　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　Ｆ・ｎｎｓ）は次のように記している（１３）。
２０８
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ンボルの欠如を斯くも補って、その存在に大きな意味をあたえていま
す。かれは偉大な洞察力を持った人間の前に立っていることを自覚さ
せられたのです。ここにおいてクルーゲは、一枚の絵の中に現代の王
室の人々の肖像画を特徴づける二つの相反するものを描いています。
すなわち、生身の人間であることと威厳のある存在であることとを。
　クルーゲの描くこの女王の肖像画では、光が強く右側から当たり、
その結果、女王の顔には明るい半面と暗い半面とが現れています。そ
れにより、画家は女王の顔に人間が永遠に変化し続ける状況、良きと
きと悪しきとき一明るさと暗さーを投影しています。セーターと
化粧気のない顔との比較において、クルーゲはデンマーク女王として
の特別な地位と「人生の酸いも甘いも経験する」普通の人々と同じ人
間としての歴史を語っています。
　デンマーク国民にその王室がどのように見えるかを象徴するものとし
て、その肖像画、及びこの解説文が的を射ているように思われる。今や女
王も一般の人の延長上に解釈されていることが分かる。しかし、日本風の
「芸能界」のない国、そして王家にのみ格式ばっだしきたり。と前近代
的な“正装（ｇａｎａｄｒａｇｔ）”を基調とした華やかさを「専属的」に任せる一
方で、自らはスノビズムを放り出し、リラックスした（ａｆｓｌａｐｐｅｔ）状況こ
そ最良と自認する人々の集団がデンマーク人社会である（１４）。そして面白
いことに、このクルーゲ展のカタログにおいて、その「まえがき（Ｆｏｒｏｒｄ）」
を記したイェンヴォルの表現は、王室スタッフには必ず゛古き伝統。に
従って「陛下「Ｈｅｎｄｅｓ　Ｍａ」ｅｓｔａ，ｔ）」や「殿下「Ｋｏｎｇｅｌｉｇ　Ｈｏ」ｈｅｄ）」を付
記する一方で、クルーゲら一般デンマーク人には社会的慣習に従って英語
でのＭｒ．のような敬称的表現は一切付けていない。カタログ全般の翻訳
者である筆者は、日本語版の「まえがき」の中ではバランス上それらの氏
名の後に「氏」をつけることで対応した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０９
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　デンマーク王国は約５６０万の人口（２０１２年）、九州より一回り大きな国
土（４３，０９４　ｋ㎡）で、人々の生活水準はかなり均質で高く、諸外国と比較
しても社会的価値観の意識もかなり均質な人々が住んできた。彼らは身内
意識が強く、お互いの行動様式への理解が高く、お互いが作り出した風通
しのよい社会で、政治的には議会選挙の比例代表制がもたらした多党制の
もと、多くの人々が「私か思い立てば首相にさえ電話で話せる」と言うほ
どの政治感覚の風土が存在しでいた。。あえて、ここでは、「いる」と記
さず、過去形にしたのには、理由がある。外国人労働者の流入に制限を加
え出したものの、その社会にすでに入っていた人々に民主主義的原理に
則った「家族呼び寄せ」を゛人道的に。容認したことにより、妻子・高齢
の両親らが移住してきてデンマーク社会の中に異質のイスラーム社会が出
　現在、女王の存在は、デンマーク人にとって大晦日の午後７時５分から
の新年を迎えるにあたってのテレビ演説が象徴している。女王は「デン
マーク人達（ｄａｎｓｋｅｒｎｅ）」に話しかける。多くの家々では、新年を迎え
るための夕食会に備えてこの放送前に知人・友人が集合する。テレビから
語りかける女王の声に゛みんなで。耳を傾け、その読み上げる１０分ほど
一女王自らが草稿を書き、内閣がチェックしたかなり長い原稿を読み上
げているーの言葉に、人々は過ぎ往く日日年」の自らの行ないを重ね合
わせる。女王はデンマーク人社会の老若男女の構成員それぞれに、グリー
ンランド自治領民に、フェーロー諸島自治領民に、そして国境の南の゛ド
イツ国民。であるデンマーク少数民族社会に語りかけ、デンマーク人の
゛長。であることを具現化している。テーマは福祉社会の中に生きる人々
の和合であり、安寧である。王国の領土的枠組みを越えて、自治領をも含
むデンマーク国家全体の存在を体現しているのが、女王であり、その存在
ば民。と明確に゛役割分担。を行なっている。
２１０
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来上かって、゛お人よし。のデンマーク人の社会に陰りが生じてきた。そ
れはけっして西欧的常識でいうならば、゛大量の９移民人口の増加とはな
らないものの、「少人数社会」を好んで自負してきたデンマーク人社会に
あっては、移民の異質な文化的要素のインパクトがきわめて大きかった（１５）。
２００４年の時点でデンマークへの移民とその子孫の割合は、全国民の約８
パーセントであり、イスラーム系移民に限ると全国民の約３パーセント、
約１８万人である（１６）。
　現代史におけるデンマーク人の国民意識形成の経過において、かなり特
徴的な傾向を見出すことができる。特に国民学校（小中学校）における歴
史教育において用いられてきた教科書に筆者は注目する。ニコリーネ・マ
リーイ・ヘルムスの『子供に語るデンマークの歴史（Ｄａ？１ｍａ飛ｓ　ｈｉｓｔｏｙｉｅ
加ｙ屈ｔ加ｙ　ｂｇｙｎ）』（１７）がそれであり、１９１６年に初版が発行されて、最終が
１９６２年の第２３版であって、約半世紀にわたって使用され、総出版部数５０
万冊を超える超ベストセラーである（１８）。そこにおいては、「我々（ｖｉ）」と
いう第１人称複数形でデンマーク人が語られ、子供たちに自らが帰属する
「国民の歴史」を教えていた。自らは「北（Ｎｏｒｄｅｎ）」に住む存在であり、
ドイツ以南の欧州はその「北」に影響を与える文化や災いの発信地であっ
て、自らとは本来異質な存在であったという自覚が語られていた。　ドイツ
人は抗うべくもない「天敵「ｄｅｎ　ｎａｔｕｒｌｉｇｅ　ｆ」ｅｎｄｅ）」であり、スウェーデ
ン人はバルト海の覇権を争うライバル「宿敵「ａｒｖｅｆ」ｅｎｄｅ）」であり、ノ
ルウェー人は「兄弟民族（ｂｒｏｄｅｒｆｏｌｋ）」であって、１９世紀の民族ロマン
主義を経てスウェーデン人・ノルウェー人・デンマーク人が「スカンディ
ナヅイア人」としで北に棲む我々。となったことを人々は確信した。
　しかし、第２次世界大戦が終わって、その戦後状況の中で、デンマーク
人は、当然、北欧への「仲間意識」を維持しつつも、欧州の勢力構造内で
「西側」の立場を明確にすることになる。　１９５５年国境の南のデンマーク人
少数民族問題がコペンハーゲン宣言・ボン宣言によって解決をみた直後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１１
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に、西ドイツのＮＡＴＯ加盟をデンマークは承認、さらに１９６２年デンマー
ク軍・西ドイツ軍が共通のバルト海西部を守備範囲とするＣＯＭＢＡＬＴＡＰ
（１９６２－２０００）と称されるＮＡＴＯ軍の編成において、西ドイツは「友軍」
となる状況が生じた。そこではかつての「天敵」が味方となることであ
り、まさに、その１９６２年の第２３版を以ってヘルムス本の発行が終わるの
は決して偶然ではなかった。
　そして、グローバル化以前に培われ、形成されてきたデンマーク社会の
「我々意識」が存在していた。　１９６８年の「若者の蜂起」に始まる家父長的
伝統社会に対する批判は、社会構造が複雑化していなく、民主主義の育っ
ていた小国にあっては、エスタブリッシュメント側か前述のクリスチェー
ニヤの例のように若者の試みを寛容にも受けいれた。さらに社会通念とし
て、デンマーク人゛みんな。という「我々意識」は、彼ら自身が作り出し
てきた社会福祉制度の充実によっていっそう強化されることになる。
　かつて、゛一緒に貧しかった社会の成員が一緒に豊かになる。という
「社会福祉」の考え方が、宗教によらない゛我々。の政治的・社会的尽力
で「社会福祉制度」を作り上げ、それを民主主義の誇るべき北欧の事例と
考えるとき、筆者は北欧に永らく存在して来た不文律とも言える社会通念
に思いを馳せざるを得ない。それは、「北欧的特徴としての嫉妬心」とし
て理解される「ヤンテの戒め（Ｊａｎｔｅ１０ｖｅｎ）」（１９）である。その第１項に「お
前はひとかどの人間と思ってはならない（Ｄｕ　ｓｋａｌ　ｉｋｋｅ　ｔｒ０，　ｄｕ　ｅｒ　ｎｏｇｅｔ．）」
とあり、北欧においては伝統的にお互いの行動への関心が人々の間でつね
に深く存在しており、社会の個々の構成員の自己意識を縛るものであった
といわれる。アメリカン・ドリーム的成功は忌避され、社会の限られた
「パイ」が特定の一個人によって独占されることを惧れ、「一並びの幸福」
を求めた結果が「一並びの福祉」の享受を訴える社会通念となり、北欧福
祉制度をもたらしたと言いうる面があるのではないだろうか。すなわち、
゛妬み。の社会の平等主義の原則が、「世界に誇るべき」北欧の福祉制度の
　２１２
???
　そして彼らが自らの創造物として福祉社会の繁栄を誇り、その維持
とその制度の邁進に努めるとき、ほかの地域、特に南欧世界に対する
優越感が存在し、さらにその外側のイスラーム世界から流人しだした
移民・難民に対し、彼らの福祉制度が「タダ乗り」されるのではない
かと危惧する人々が現れた。ヤンテの戒めが北欧の内側に向っては平
等思想を育んでいながら、北欧の外から現われた宗教的に自らをムス
リムとして認識する「ひとかどの存在」の出現に対抗する意識として、
人々の間に彼らに対する尊大な対応が生じてきたと観測すると首肯で
きる面がなくはない。（２Ｏ）
背景に存在しているのだ。
外国事情に関心を持とう
２１３
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　２００５年９月３０日朝刊紙『ユランス・ポステン（Ｊｙｌｌａｎｄｓ　Ｐｏｓｔｅｎ）』の
第１面の掲載図画が呼び起こした「（預言者）ムハンマド肖像画問題」（２１）
に筆者は注目する。なぜ世界有数の民主主義を実践している社会の人々の
中に、゛外界。からやって来た「イスラーム教徒」の流入者たちに際立っ
た攻撃的物言いをするような者たちが現れてきたのかを考える必要があ
る。それは、出発点に１９６７年の「ポルノの解禁」に始まる「言論・表現
の自由（ｕｄｔｒｙｋｓｆｒｉｈｅｄ）」というデンマークの民主主義の実践の本旨に関
わっている。その翌年の「若者の蜂起」以来、デンマークでは「言論・表
現の自由」を象徴的に前面に据えて、女性・同性愛者といった社会的弱者
の権利を尊重することで、「自由な開かれた社会」の実現という明確な
メッセージ性が存在した。１９７１年、「囲い板の隙間から」入り込んだクリ
スチェーニヤの占拠を承認、１９８９年、世界初の「同性結婚」を承認、
１９９２年、マーストリヒト条約批准を拒否、欧州組織へのデンマーク社会
の埋没を拒否した「デンマーク・ショック」、２０００年、国民投票による
「ユーロ導入拒否」など、ことごとくデンマークらしさにこだわることに、
　現代の非宗教的社会は、ある種のイスラーム教徒によって拒絶さ
れ、彼らは自身の宗教的感情が特別に配慮されるように要求していま
す。そのことは宗教とは無縁の民主主義や表現の自由といったものと
は両立しません。そこでは人は皮肉や侮り、そして嘲りのなかに身を
置く心構えを備えている必要があります。それは確かにいつも共感で
きるものでも、眺めの良いものでもありませんし、何か何でも宗教的
感情を笑い飛ばしてしまおうと言っているわけではありませんが、そ
れは相関関係のなかに位置づけられるべきものなのです。（２２）
デンマーク社会の成員は邁進してきたのである。
　２００１年９月１１日ニューヨーク世界貿易センタービル等同時多発テロ、
２００１年１１月２７日デンマークで左翼党（Ｖｅｎｓｔｒｅ英語では、「自由党
（Ｌｉｂｅｒａｌ　Ｐａｒｔｙ）」を名乗る）・保守国民党連立政権発足（反移民を唱える
デンマーク国民党が閣外協力姿勢示す）、２００３年３月１９日イラク戦争開
始、デンマーク参戦、２００４年３月１１日スペイン、列車爆破テロ、２００５年
７月７日ロンドン同時多発テロ、と続き、その結果、デンマークの世論は
イスラーム系移民の増加に批判的となっていた。ユランス・ポステン紙の
論理は次のようだ。ムハンマドの子供時代を扱おうとした子供向けの本を
出版しようとした際、デンマークの挿絵画家たちがイスラーム教徒からの
批判を避けようと「自己規制／自己検閲」をして絵を描こうとしなかっ
た。その状況はデンマーク社会が行動規範上の最上位に位置付ける「言
論・表現の自由」が阻害されていることを示している。デンマーク政府が
受け入れ、デンマークに居住するようになったイスラーム系の人々が、デ
ンマーク人側か考えているような「同化」に向かわず、自らの宗教、特に
ムハンマドの無謬性を「言論・表現の自由」の枠組みの外に置こうとする
ことに、ユランス・ポステン紙側は痛烈に批判したのである。
２１４
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　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊
　前章で示した状況には明確な伏線があった。しかし、それをデンマーク
のジャーナリズムが軽視してしまっていたことは今になっては分かる。そ
れは、１９９２年６月２日の国民投票によって、マーストリヒト条約の批准
にデンマーク国民が「Ｎｅ」（Ｎｏ）」を突きつけたときの報道である。草の
根的国民運動によって政府・議会の大勢が喧伝した「Ｊａ（Ｙｅｓ）」をひっ
くり返し、そのデンマークであることの゛こだわり９の勝利者を、小政党
の社会主義人民党の党首ボルガ・ニルセン（Ｈｏｌｇｅｒ　Ｎｉｅｌｓｅｎ　１９５０，）であ
るとした。「６８年世代」がこだわった社会的・政治的自由・平等という原
則一個人の尊厳の尊重一が、゛デンマークらしさ。そのものであると
主張され、マスコミ各社も、大いにそれで盛り上がっていた。
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　そして、ユランス・ポステン紙は、デンマーク新聞挿絵協会の会員に対
し、彼らにムハンマドがどう映るかを描いてもらうよう依頼し、その結果
が４０人中１２人の回答を受け、それらを同紙が掲載したのである。
　しかし、ムハンマドの「図像化」がタブーとされていることにあえて挑
戦することが「言論・表現の自由」の神髄でもあるかのごとく論じること
は、かつて「寛容」を自らの行動様式の重要な部分としていたデンマーク
人社会らしからぬ行為である。「ヤンテの戒め」が、まさに外側に対して
機能した結果であると言えるかもしれない。
　ただし、そこにはもう一人の勝利者、進歩党の党首ピーア・ケーア
スゴー（Ｐｉａ　Ｋｊａ３ｒｓｇａａｒｄ　１９４７－）もいました。２１世紀に入ってイスラー
ム系移民に対する強面の゛デンマーク論者。となる「デンマーク国民
党」の主張の萌芽がそこに潜んでいました。それは外国生まれの新参
者に向けるエゴセントリックな「デンマーク愛国主義」を謳う゛偏狭
な。ナショナリズムとなって現れ、その論拠に「言論の自由」という
２１５
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　デンマーク国民党の支持層はいわば社会的には弱者側に位置付けられる
低所得者層・肉体労働者・年金生活者であり、彼らは本来「言論・表現の
自由」にあまり関心を示さなかった人々で、彼らが「言論・表現の自由」
を以って一定の人々に「ノー」を言う現象をどうとらえるべきなのか。一
種の社会的゛ねじれ。現象なのであろうが、興味深いものである。そし
て、２０１１年９月１５日の総選挙の結果、２００１年以来続いてきた中道・保守
政権は終了し、社会民主党を中心とする中道・左派政権が誕生した。世の
中は、また別の方向に動く可能性が示された。もはや、前政権を支持して
いたデンマーク国民党の閣外協力など当然なく、極端な移民規制法が改善
されつつあるとはいわれるものの、デンマーク社会におけるイスラームに
対する「篇（あつもの）に懲りて檜（なます）を吹く」的現象はしばらく続
きそうでもある。
　また、デンマークの日曜の夜に国営のＤＲ（デンマーク・ラジオ）から
放映されてきた人気のテレビ・ドラマシリーズ“Ｂｏｒｇｅｎ（城）”（２４）（国会・
首相府のあるクレスチヤンスボー城を指す）が、現実に先行して女性首相
の誕生とその政策に関わる人間ドラマを放映していて、２０１１年秋の選挙
後に実際に社会民主党のヘレ・トニング＝シュミト（Ｈｅｌｌｅ　Ｔｈｏｒｎｉｎｇ，
Ｓｃｈｍｉｄｔ　１９６６－）がデンマーク史上初めての女性首相となり、大変な話題
となっていた。また、つい先だって、マンデラ氏葬儀式典の際中の゛不謹
慎な振る舞い。が話題となり、その光景は世界中にニュース画像として伝
えられた。そこに映っていたのは、笑顔のオバマ米大統領・キャンペル英
゛国是。を盾にしてイスラーム教徒の移民の増加を問題視しています。
国民投票直後に私は毎日新聞社刊の『エコノミスト』誌にデンマーク
国民の゛選択。について記事を書きましたが、ケーアスゴーの流れが
後にデンマーク社会をある意味で象徴するものとなっていくことな
ど、当時は、想像できませんでした。（２３）
２１６
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首相が一女性参列者の手にもつカメラを前方に掲げて３人の写真を撮ろう
としていたシーンであり、その女性がデンマーク首相の「ヘレ」（あえて
デンマーク風にファースト・ネームで）であった。大国のトップとの「ス
リー・ショット」－こういう言葉があるかは知らないがーのチャンス
を逃そうとしない彼女。イ可と「デンマーク人らしい！」と感じる筆者と
は、何であろうか？　デンマークでも、そのトピック・ニュースに、人々
が苦笑していたと筆者は伝え聞いている。
　このように日本から遠く離れたデンマークのような小国でもそれなりの
日々の話題に事欠かないのである。我々の「常識」から外国を眺めるとき、
外国事情の文脈は時間的推移の中でそれ自体理由があって展開しており、
私たちの「常識」を持ち込んで理解しようとすると現実に対して飯能が生
じ、国際的状況の判断に誤りが生じかねない。外国事情になかなか関心を
向けない私たちでもある。我が国の周辺に対しても私たちにどう見えるの
か、そしてどう思うのかということのみで判断してしまうことに終始す
る。ある［１、気がつけば、事態は‥‥？ということになりかねない。
　「私たちの常識は、世界の非常識にとは、きわめて言い得て妙な表現
である。そして、すべての現況はなんらかの状況が時間の経過によって今
に至った産物であり、外見的には驚かされる現象も「ローマは一日にして
成らず（Ｒｏｍ　ｂｌｅｖ　ｉｋｋｅ　ｂｙｇｇｅｔ　ｐＡ　ｅｎ　ｄａｇ）」という冷静な判断力を以っ
て眺める必要があろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０１３年１２月２４日脱稿）
　注
　　①　２０１３年１２月９日、デンマーク王室史料コレクション（アメーリェンボー
　　　城博物館）主任学芸員ビアギット・イェンヴォル（Ｂｉｒｇｉｔ　Ｊｅｎｖｏｌｄ）からの
　　　筆者あてメール私信より引用。　”ｆｏｒｄｉ　ｄｅｔ　ｖｉｌｌｅ　ｌｙｄｅ　ｆａ１ｓｋｔ　ｈ。ｊｔｉｄｅｌｉｇｔ　ｏｇ
　　　ｇａｍｍｅｌｄａｇｓ　ｐＡ　ｄａｎｓｋ．　Ｍａｓｋｅ　ｋｕｎｎｅ　ｍａｎ　ｈａｖｅ　ｓａｇｔ　ｎｏｇｅｔ　ｌｉｇｎｅｎｄｅ　ｆｏｒ　１００
　　　Ａｒ　ｓｉｄｅｎ．　ｌ　ｄａｇ　ｖｉｌｌｅ　ｍａｎ　ｋｕｎ　ｃａ．　ｓｉｇｅ：　Ｄａｎｍａｒｋ　（ｅｎｅｒ：　Ｖｉ）ｈａｒ　ｍｉｓｔｅｔ　ｅｎ　ｓｔｏｒ
　　　（ｅｎｅｒ：　ｂｅｔｙｄｎｉｎｇｓｆｕｌｄ）ｍａｎｄグ
???
２１７
（２）例えばデンマークに滞在して、デンマーク人によって筆者の誕生日が祝わ
　れるときの、こちらを慮って「日の丸」が準備されるたびの筆者内に生じる
　違和感はどうしようもない。
③　古谷大輔によれば、スウェーデン、ルンド大学歴史学教授であるＨａｒａｌｄ
　Ｇｕｓｔａｆｓｓｏｎ（１９５３－）は、近世・近代北欧史を考える上で国家形成プロセス
　を理解する際、「牒岩国家（ｋｏｎｇｌｏｍｅｒａｔｓｔａｔ）」を用いて説明している。「傑
　岩（ｋｏｎｇｌｏｍｅｒａｔ）」とは地中の圧力によって組成の違う石が大小さまざま
　にくっ付き合い、それぞれが本来備わった性質を維持しながら一つの岩に
　なっている状況を指し、国家構成システムに讐えて、そうした異なった政治
　文化状況を維持している複数の政治単位が、外観的に一つのより大きな国家
　の枠組みを維持している「国」として存在し、その状況を表現したのがグス
　タフソンのこの術語である。そのひとつの例として理解するならば、１４６０
　年以降の「デンマーク国家」の在り方に説明がっく。デンマーク王国・ス
　リースヴィ公爵領・ホルシュタイン公爵領・ノルウェー王国（－１８１４）、及び
　海外のアイスランド・フェーロー諸島などが、それぞれ別個の政治文化状況
　に基づく行政システムを維持しつつデンマーク王という個人を介して同君連
　合“国家”として構成されていた。デンマークではそれを「全体の国家
　（Ｈｅ１ｓｔａｔ）」と呼んだ。民族ロマン主義の時代に、ドイツ連邦（Ｄｅｕｔｃｈｅｒ
　Ｂｕｎｄ）下にあってドイツ的伝統を有するホルシュタインと、嘗てデンマー
　ク王国領内において派生していたスリースヴィ公爵領内のドイツ語話者とが
　ドイツ国民主義の動きに棹差した。その一方で、デンマーク語話者であるス
　リースヴィ北部住民の国民主義的覚醒に、デンマーク王国内から若手自由主
　義者による政治組織である「ナショナルリベラル」が、積極的に呼応して対
　立した。彼らは古来の、すなわち８１１年以来のスリースヴィ・ホルシュタイ
　ン間の境界河川゛アイダ川。を新たな国境とする、ロマン主義的゛国民国家
　（デンマーク王国とスリースヴィ公爵領の結合）。の成立をめざした（「アイ
　ダ政策」）。それゆえ、これがドイツ史の文脈でいう「シュレースヴィヒ・ホ
　ルシュタイン問題」の基本的構図であり、デンマーク史の文脈ではまさに本
　問題に起因する戦争は「内戦」であって、さらにデンマーク王国のナショナ
　リスティックな解釈でいうならば、「デンマーク裸岩国家」内のデンマーク
　語を日常語とする２地域の国民主義的改編の問題であった。　ドイツ連邦の加
　盟邦であるホルシュタイン・ラウェンブルク（１８１５－）に関しては何一つと
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　して新たな関係を模索していないのであるからーすなわち、一連の政治的
　動きの中で、ナショナルリベラルの国家観にあえて合流していったデンマー
　ク王の立場からも、ホルシュタインがデンマーク国家から離脱することに対
　しては全く妨げようとはしていなかった（１８４６年国王によって発表された
　「公開状（Ｄｅｔ　ａａｂｎｅ　ｂｒｅｖ）」）。この文脈上の枠組みを理解しえなかったかつ
　ての我が国の西洋史学界においては、「傑岩国家」であっだデンマーク。
　をあえてそのようなものとして理解しないところで西洋史的常識が作り上げ
　られていたと言えよう。（裸岩国家概念に関しては、古谷大輔（大阪大）が
　紹介し、例えば、「ワールド・イズ・ノット・イナフー「バルト海帝国」に
　見る複合的国家編成とスコーネ併合一」（於：バルト＝スカンディナヴィ
　ア研究会９月例会、２０１２年９月２３日）、および日本西洋史学会第６３回大会
　小シンポジウム「近世ヨーロッパにおける裸岩国家一複合する政体、集塊
　する地域」（於：京都大学　２０１３年５月１２日）においてである。ただし、
　北欧内で発行されていた書物では、スリースヴィ関連の記述では「裸岩国
　家」という表現は、すでに散見されていた。もちろん、グスタフソンにその
　発想の起点があることは確かであるが。）
（４）実際に「再統合（Ｇｅｎｆｏｒｅｎｉｎｇ）」という表現がデンマークにおいて用いら
　れたが、「再（ｇｅｎ）」という語は、スリースヴィ内のデンマーク人を意識す
　る人々（デンマーク人）がようやぐ母語の通じ合う社会。に「復帰」でき
　たという感情の表れであり、法制的意味ではない。男性を象徴する「祖国
　（ｆａｄｅｒｌａｎｄ）」への帰国ではなく、「母国（ｍｏｄｅｒｌａｎｄ）」への「再結合」であ
　り、「失われし娘の母のもとへの帰還」（Ｈ．ポントピダンＰｏｎｔｏｐｐｉｄａｎ　１８５７－
　１９４３）という寓意が重なり、コペンハーゲンのフェレズパーケン公園の入口
　にはそれを象徴する銅像碑が立っている。
（５）２０１３年１１月９日、バルト＝スカンディナヴィア研究会１１月例会で行な
　われたイェンヴォル氏の講演“Ｔｈｅ　Ｍｏｎａｒｃｈｙ　ｉｎ　Ｄｅｎｍａｒｋ　ａｎｄ　Ｔｈｅ　Ｄａｎｉｓｈ
　Ｒｏｙａ１　Ｃ０１１ｅｃｔｉｏｎｓ”で紹介された一文。　“Ｈａｒ　ｄｅｔ　ｄａｎｓｋｅ　ｓａｍｆｕｎｄ　ｒＡｄ　ｔｉｌ
　ｋｏｎｇｅｈｕｓｅｔ，ｈａｒ　ｄｅｔ　ｏｇｓＡ　ｒＡｄ　ｔｉ１　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｉａ．　Ｄｅｒ　ｋａｎ　ｓｉｇｅｓ　ｆｏｒ　ｏｇ　ｉｍｏｄ
　ｂｅｇｇｅ　ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｅｒｓ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｅｒ　ｉ　ｅｔ　ｓｅｎｍｏｄｅｒｎｅ　ｄｅｍｏｋｒａｔｉ．　Ｍｅｎ　ｂｅｇｇｅ　ｅｒ
　ｇｏｄｅ　ｆｏｒ　ｔｕｒｉｓｍｅｎ．　Ｂｅｇｇｅ　ｇａｒ　ｉｎｄ　ｆｏｒ　ｆａｒｌｉｇ　ｒｏｇ，　１０ｓｅ　ｈｕｎｄｅ，ｏｇ　ａｔ
　Ｇｒｕｎｄ１０ｖｅｎ　ｉｋｋｅ　ｎｏｄｖｅｎｄｉｇｖｉｓ　ｇａｌｄｅｒ　ｆｏｒ　ａｌｌｅグ（Ｂｏ　Ｔａｏ　Ｍｉｄｄｈｓ，加、ｚ幼
　ｌｉｔｔｅアａｔｙｈｉｓｔｏｙｉｋｙ　ｏ曹加吻ｔｔｅｙ，２００５）
一
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　（６）拙稿「デンマーク社会の寛容と自由の試金石」『週刊朝日百科世界１００都
　　市ここにいきたい北欧』２００３年、９頁。
　（７）前出イェンヴォル講演内の発言。
　（８）グリュクスボー王朝創立当時のエピソードについては、拙稿「王家の断章
　　グリュクスボー朝の始まり」『ＬｏｖｉｎｇＪＶ０１．２．２００６年、１２－２０頁に詳しい。
　（９）同前、１９頁。および、Ｂｏ　Ｂｒａｍｓｅｎ、ＨＵＳｄ　Ｇ旨油ＳｂＯ噌ｉ　１５０＆、恒ＴＳｔｅ　ｂｉｎｄ，
　　Ｆｏｒｕｍ　１９７８．
（１０）Ｄｉｔｌｅｖ　Ｔａｍｍ，Ｅ？ｌ坏
　　１９９４，ｓ．２２０．
（１１）デンマーク映画「誰がため（Ｆｌａｍｍｅｎ＆Ｃｉｔｒｏｎｅｎ）」（２００８）（配給　ア
　　ルシネテラン　２００９年１２月）用の劇場パンフレットにドイツ占領時代の時
　　系列的流れを示すため、「デンマークにおける抵抗運動」の年表掲載（筆者
　　作成）。
（１２）ｈｔｔｐ：／／ｄａ．ｗｉｋｉｐｅｄｉａ．０ｒｇ／ｗｉｋｉ／Ａｒｖｅｐｒｍｓ＿Ｋｎｕｄ
（１３）村井誠人訳『トマス・クルーゲ：デンマーク王室の肖像画（Ｔｈｏｍａｓ　Ｋｈ４膠．
　　Ｐｏ吋γ（ｌｔｔｅγ可ＫｏれｇｅｈＭｄ）ＪＤｅ　Ｄａｎｓｋｅ　Ｋｏｎｇｅｒｓ　ｋｒｏｎ０１０ｇｉｓｋｅ　Ｓａｍｌｉｎｇ，
　　Ａｍａｌｉｅｎｂｏｒｇ　２０１３．　６頁。
（１４）十数年前のこと、ある大学院生がデンマークに留学を希望し、推薦状を依
　　頼してきた学生に応えて、筆者はデンマーク語でロスキレ大学センターの教
　　授とやり取りをし、数回の往復書簡ののち、先方は自身がドイツ人であるこ
　　とを書面に記し、もしドイツ語でその文通をしていたならば、尊称のＳｉｅを
　　使っていたはずだと述懐していた。実際、大学の教員はファースト・ネーム
　　で学生から呼ばれ、コペンハーゲン滞在時に筆者には姓がわからない同僚が
　　多数いた。
（１５）デンマークの流人外国人問題に関しては、鈴木優美『デンマークの光と影
　　福祉社会とネオリベラリズム』壱生舎　２０１０年、第４章「選別される外国
　　人」１５３－２０２頁に詳しい。
（１６）浅沼道子「１８デンマークの移民問題」、村井誠人「１９ムハンマド風刺画問
　　題」、村井誠人編『デンマークを知るための６８章』明石書店　２００９年、１２０－
　　１３１頁。
（１７）Ｎｉｋ．Ｍ．Ｈｅｌｍｓ，£）αれ跳ａ池ｓ　ｈｌ・ｓｔｏｙｉｅ加ｙｄｔ加ｙｂ卯ｎ，Ｇｙｌｄｅｎｄａｌ　ｆｏｒｌａｇ　１９１６．
　　（当該訳書）村井誠人・大渓太郎訳『デンマーク国民をつくった歴史教科書』
２２０
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　　彩流社２０１３年。
（１８）Ｒｉｔａ　ｌｌｓｔｅｄ　ＳｍｉｔｈバＤｎｍａ４ｓ　ｈｉｓｔｏアｉｅｆｏｙｔｄμ）ｙ　ｂｇｎ”、Ｄａｎｍａｒｋｓ
　　Ｌａ２ｒｅｒｈｏｊｓｋｏｌｅ，１９９８，ｓ．９．スミトによれば１８９０－１９２５年間にデンマークでは
　　歴史教科書が３５冊発行されたという。そのうち、ヘルムスの本は、その使
　　用期間・発行部数とも際立っており、特に１９４０　・　５０　年代に、対ドイツ問題
　　が重大化した際には、初版発行から時間が立っているとはいえ、発行部数に
　　減少はなかった。
（１９）Ｋ，ハストロプ編『北欧社会の基層と構造』２「北欧の自然と生業」東海
　　大学出版会１９９６年。第１２章内の節名「北欧的特徴としての嫉妬心」（８５－９１
　　頁）。および、同書第１２章訳註（一）を参照せよ。デンマーク人＝ノル
　　ウエー人作家サンデモーセ（Ａｘｅ１　Ｓａｎｄｅｍｏｓｅ）が架空の村Ｊａｎｔｅにおける
　　人々の社会信条を１０項目の「戒め」として作品の中に列挙した（１９３３）。日
　　本語では、早野勝己監訳『デンマーク文学史』（ステファン・ハイルスコ
　　ウ・ラーセン監修、ビネバル出版　１９９３年）の３４４頁に紹介されている。
（２０）拙稿、朝倉書店刊『中央・北ヨーロッパ　第１部』第１章総説「北欧の
　　一体性と多様性－フェーロー諸島で考えたことー」（発行２０１４年？）よ
　　り転載（頁未定）。
（２１）前掲注１４内、拙稿「１９　ムハンマド肖像画問題」を参照せよ。
（２２）同前、１２９－１３０頁。
（２３）拙稿『デンマーク国民をつくった歴史教科書』「はじめに」１６頁。そこで
　　は、拙稿「デンマークの゛正直“な選択一欧州連合を揺さぶった小国の
　　『ノー』」『エコノミスト』毎日新聞社、１９９２年８月号の内容に触れ紹介。
（２４）我が国では、２０１３年夏ケーブルテレビ局「スーパー！ドラマＴＶ」にて
　　“Ｂｏｒｇｅｎ”が邦題「コベンハーゲンー首相の決断」と題して第１シリーズ
　　１０話が放映された。　２０１４年第２・第３シリーズの放映が予定されている。
???
２２１
